
「極めて頑丈なベンゼン環すら分解」すると証明された水だからこそ、ドロドロな

排水や、ヌメリ（菌の増殖）、頑固なスケール固着や悪臭までもが簡単に分解・抑制

できている磁気水の技術の信頼性の裏付け！【岡山大学との共同研究で実証】

結果及び考察：ベンゼンの分解率（処理能力）６６．７％とかなり高値であった。ベンゼンは結合エネルギー

が高く、本報告者が過去に行った他の水を使った同様の紫外照射処理試験（254nm、30min）でもわずか１０％しか分解しなかっ

た事と比較すれば、磁気水はかなりの分解能力を有していると考えられ,万が一、毒素的な物が混入しても分解する可能性が

高い事が分かった。但しこの検証から考えられる事象は、磁気水が一時的に「表面張力」が下がり、浸透力や溶解力が向上す

る特性を持っているとされることから、界面活性作用により混ざりやすくなり、気液移動が活性化された結果、水とベンゼンが接

触する（気液界面）での分子運動が激しくなり、水に溶け込めないベンゼン（疎水性物質）が水面へと急激に弾き出され、一気

に空気中へ揮発したと考えられる。もしも、分解しているのであれば、磁気処理によりＯＨラジカルが発生したとしか考えられな

い。今回の共同研究で磁気水の持つベンゼンの分解力を応用すれば様々な分野での水質浄化や、透析分野の水など、生活

に関わる飲み水としても、非常に有用で、安心安全の水であるとの評価をいただきました。

通常水道水の場合 磁化水の場合

測定法 及び 結果内容

（１） 測定法としては水系試料（岡山市の水道水と磁気水）に対して高感度分析が可能な紫外可視吸収スペクトル法を採用

（２） 有機化合物としては紫外部（200～400 nm）に明瞭なスペクトルを有するベンゼンを使用した。さらにベンゼンは化学

エネルギー的にも極めて安定（強い結合エネルギーを持っている）という理由からも適切なモデルであると考えられた。

水系試料（岡山市の水道水と磁気水）にベンゼンを混合し、測定を行う。

（３） 「磁気処理」作動前のベンゼン濃度：10ppm

（４） 紫外可視吸収スペクトル上には、255,265,275nm のトリプレットの吸収ピークが出現

（５） これらの３本のピークのうち、最も吸光度が高い 265nm のピークの変化に注目。

処理前の吸光度（A0）：1.35          処理後の吸光度（A）：0.45

（６） 「磁気処理」によるベンゼンの分解処理能力（％）：（A0－A）/ A0＝66.7(%)

※磁気活水器：BCO ハピネスを使用し、磁気処理しております。
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